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はじめに

私達、長久手町郷土史研究会の第三部会は戦前の子どもの玩具について収集を進

めてまいりましたが、限りある期間の中で満足すべきものではありませんが､まとめ

て見ましたまだまだ此の外に多くのおもらゃが忘れされ、捨てられたものがあると

思います。

玩具は、その時期の子どもにとって、 まさに、食事と同じで、子どもの生活の巾

を拡げ深めるための道具であったと思います。

昔のおもちゃは手製の物が多く、親から子え子から子えと伝えつがえられたもの

と、子ども自身がその時々によって考えたもの、見よう見真似によって作ったもの

は簡素で素朴なもので､中には廃品を利用して作ったものが､さかんになったり、捨

てられたりして時代と共に、 うつりかわって行くもので、子どもを取り巻く様々な

文化は常に新しいものとなってかわって来たと思います。

最近ではプラスチック製の玩具が市場にあふれ、高価なケームウオツチが大流行

しさらにファミコンに人気がある。

一方今まで忘れられていた昔の簡素で素朴な玩具が見直されて民芸品として市販

されるようになってきました。

私達は簡素で素朴な玩具を後世にのこしたく収集をはじめ満足すべきものではあ

りませんが冊子にまとめてみました。

多くの方々の協力を載きましたことを厚く御礼申しあげますと共に今後共、引き

続いて収集を続けて行きますので宜敷くお願いいたします。

昭和63年10月1日

長久手町郷土史研究会第三部会長

日比野義信
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’ 長久手の玩具について

次目

私自身が、 70才余にもなり孫もそれぞれ成長して大学生や高校生にも成長

して玩具やオモチャ等ということは遠い昔のことの様に忘れていた。その長

久手の郷土の玩具について、調査研究して本を発行することにした。簡単な様で、

仲々に至難である。最近の玩具は数多く 精巧な物が発売されて子供さんのある

家庭には良いものが多くあるが本の発刊に際して明治大正時代より昭和20

年頃までの戦前までの時代を中心対象にして、調査して発行するものである。

玩具オモチャというものが何時の時代頃から発祥し出来てきたかと言う、歴

史的な課程は不明でよくわからないが人が人間生活を営む縄文時代頃には、

人の日常生活の中で何時か自然に木や土や石で烏や魚を形ら作り亦

人形型偶像を型ら作り 原始的生活の中で亦山ノ神水ノ神等の人の本能的な

祭り信仰の中で形ら作られた偶像が弥生時代から古墳時代には多く渡来した。

農業文化と祭伺行事の中で発興していったが、今だに日常生活の中であり 分離

独立した玩具とかオモチャの類ではなかったものと思う。 5 ． 6世紀頃より中国

朝鮮より造仏工織工陶工等の職人技術や多くの文化文物が移入されて

北九州地方より 奈良京都若狭近江の地方が急速に発展して人の生活も

かわる 7世紀奈良時代には神社仏閣大寺院等の建立と共に歌舞音曲が移入

してその頃に「囲碁、将棋」等とともに「さいころ双六」が一般庶民の遊び事

として流行したらしく 日本書紀には持続3年（689）にその遊びを禁止して

いる。亦続日本紀に天平勝宝6年（754）にも再度禁止している。

又その頃の奈良の人びとは大空を自由に飛ぶ烏に夢想して竹トンボを

作り 土製のハト笛を作っていた事か最近の出土発掘品により よくわかるの

で其の頃より 人間生活の中でオモチャ玩具の遊戯類が出現して流行し

たものと思われる。

8． 9世紀平安時代以降になると書画彫刻陶器織物等が極度に発達し

幼児期の玩具……………………………….……………….….………． 1

郷土玩具の栞…．．…･…………………………･….……………………･ 11

玩具の発達・……………………………………………..………….……29

少年期の玩具………………･……･…………….…………….…………3l

まりつき数え唄・…………･………….…….……………………………46

中学1年生の短歌………………･……………………………………59

母の心…･……………･………･……………….……….……….………． 60
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て人の嗜好品が多くなり平安貴族社会層の中で「けまり行事」が多く 鎌倉、

室町時代とつづく中で庶民の娯楽は力ら競べぐらいで他に余り遊戯的な娯

楽はなかったという。

江戸時代も中期頃になると平和で豊になり「たこ」「こま」等の多くの遊

び玩具が考察されて出来てくる。亦その頃より「うどんそばすし天ぷら」

等の日本食の代表的なものも 江戸の庶民に定着してくるが、田舎地方にはその

後期頃のことで明治大正時代になると木製竹製紙製やら土製の玩具、

オモチャの類が多く作りだされてきたが子供の多くは自分自身の手で作り遊

だものである。昭和年代にはいると ブリキ製セルロイド製の物が新時代の中に
できて時代の進展と共に益々多種多様化した。多くの玩具オモチやの鍾弗くオモチャの類が

久の
’

、

現在の生活の中にある。

昭和63年9月10日

長久手町郷土史研究会

福岡錬
第三部会長久

三 書

山本

中野

川本

浅井

加藤

槙村

日比野

鶴善

十四夫

勝美

千鶴子
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幼児期の玩具
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長久手の心が郷土。衣食住総てのものが、時代の変遷にともない1800の転回

をいたしました。郷土玩具の研究と聞きました時に幼い頃の思い出が目前に浮び、

一入と懐かしく感じました。長久手町の家並も生活も大都会と何ら変りなき状態で

あります。古きを捨て新しきを求める現在で、どれだけの郷土玩具をみい出す事が
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も
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う
た

どこの国においても古来より子どもを育てあげる為に玩具として使用されてきた

物の中でただ遊ぶための物ばかりでなく、信仰や縁起をおり込んだものもあって一

活郷土玩具となし重要されている。

親が子どもを育てあげる気持らはどこでも変わらず、這えば立て、立てば歩めの

言葉のごとく楽しく明るく健康に成長を願うものでそれぞれ年齢に適したオモチャ

以外には何ものも無い。

それには子どもの成長に伴い好まれる簡素な形と素朴な色彩を施して、そこに尽

きぬ興味と教育を盛り込こまれている。

郷土長久手にては戦前物資も少き時代には手作りの竹や木又は葉などで簡単な物

であやかり子どもを満足させて居た、外に市売品としてはセルロイド、ベークライ

ト、ガラス、紙（ハリコ）錫、陶器等の製品が多く、現在もたまたま旧家庭の隅に

残されている物もあるが土地開発による家屋の改築等にて欲しくも破棄され古い玩

具は殆ど姿を消してしまったそれを何とか郷土史研究会にて掘り起こし

生い立ちの古き記憶を辿り無き品は－部手作りをもって復元をなして収集、郷土

玩具の歴史として記録した次第であります。
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； 玩具の発達；
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ほととぎす笛。うぐいす笛

江戸時代はいろいろな文化の発達とその成就期であったが、玩具もそのほとんど

が江戸時代に入ってから発達したものであり、それ以前の時代には、庶民の子供達

が玩具で遊ぶとゆうことはほとんどなかったようである。

また江戸時代になって発達した子どもの玩具も正月遊びを中心にしたものから発

達普及されていたようである、古くは宮中で貴族の遊び道具であったり、祈りや吉

凶の占いなど祈念をこめたりしたものが、江戸時代に入って子どもの遊び道具とし

て変化し、各地に普及しその地域の風土の中で育てられていったものも多い。

名古屋市博物館発行の（正月の民族）に依ると、たとえば、凧は中国から伝わり

鎌倉時代以降次第に広まり、江戸時代には一般にも定着した、凧揚げによって農作

物の吉凶を占う意味が込められていた、 この凧揚げが男の児の正月遊びとして流行

し定着したのは江戸時代中期の頃と言われている。

また独楽（こま）はすでに奈良時代に中国から流入したものと伝へられ、賭や吉

凶の占いなどに用いられた、江戸時代になると多種多様な独楽が作られ、子ども向

けの独楽も作られるようになった。

凧と同様に男の児の正月遊びとして定着していった。羽根つきが正月の女児の遊

びとして普及したのは江戸時代で、室町時代は宮中の正月遊びであった、これを胡

鬼子（こきのこ）遊びといった。

羽根を胡鬼子といい羽子板を胡鬼板（こぎいた）といった、 この胡鬼板を羽子板

というようになったのは江戸時代中期の頃とされている、 もと羽子板の図柄は、裏

に左義長の様子、表にそれを見物する男女をかき、左義長羽子板が基本であり、そ

れを厄よけ、害虫駆除、招福などの護符とする俗信も生じた、羽根つきが子どもの

遊びになるにつれて、図柄も変わり羽根つき唄も生まれた。
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また正月遊びの中に、かるた取りがあるが、かるたも種類が多くその中の花かる

た（花札）は賭博具として平安時代以降に行われていた貝合、花合、を取りいれた

もので江戸時代に生れた、藤原定家選といわれる小倉百人一首をはじめ、いろはか

るた、狂歌かるたなど多くの種類が江戸時代に生みだされた、 もともとかるた、 と

いう言葉はポルトガル語の（カルタ）に由来するものである。

現在全くといっていいほど目にすることの出来ない双六は昭和の初期頃までは子

どもの正月や冬期の遊びの中にあった、その双六は奈良時代から平安鎌倉時代にか

け双六として流行したようである。

少年期の玩具

長久手町郷土史研究会第三部会

中野十四 夫

－30－

色



こ ま

I

F

識鳥序電
Q托曾･
佇 勺

q
， P

睡畠･時も
、屯

恥

； ､｡‘ ‘＝

卯

月 b －9Y＝ 『

謹
竜

こま遊び

こま遊びの歴史はふるく、大正時代から昭和14 ． 5年頃ま

で、正月の子供の遊び行事で凧上げ、庄屋けんと共に終日遊だ

ものである。こまの種類は多く大小様々で小さいものはトチの

実にヨージをさして作り廻した。小学校4 ． 5年生頃になると

かた木に鉄輪のはまった重量のあるこまで、互いのこまを割り

競う遊び行事をよくした。

福岡鋪 三
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刀
麦わらのギッチョかご

麦の収謹のころ子どもが麦わらをあんで龍をつくり

これにギッチョを入れる。

『

’

たけ刀、木刀

一一

R‐

おいのことり

稲藁を二つに折まげしゃもじ型にして、中に杉の小

枝をいれて、晩秋の曇空のとき、おいのこが飛びかう

のをとる、おいのここいばた（おはぎのこと）やるぞ

といいながらとる。 ’
Ｌ
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栓
に
Ｌ

画
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こ
働
但

。
Ｅ
ｕ
ロ
ロ

ロ
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鱈
回
心

一
回
今
回
『
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田
両
国
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配
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ロ
‐
造

L

１
４
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１

』
Ｌ
ｕ
低

Ｌ
口
隆
Ｌ学校が終ると早く家に帰り、学習カバンをそっと家において、山や

野に、又は田圃の広い所で、 1年生から5年生までぐらい、 15人か

ら17， 8人ぐらいを二手にわかれて、手には木刀や竹刀をもってい

くさ遊びや戦争遊びをよくした。秋は木登りで柿、 くり、むくの実を

とり、夏は川で魚とり池での水泳で遊び、冬は凧上げ、庄屋とり、こ

ま廻しが遊びの日課でした。
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俵
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ふ
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こ
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っ
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て

四
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世
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中
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よ
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五
つ
い
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も
の
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と
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六
つ
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息
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め
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九
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と
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ま
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ま
り
つ
き
数
え
唄

一
銭
も
ら
っ
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ま
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た

二
銭
も
ら
っ
て
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三
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買
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貝ねつけよらめ

貝ねつけは蛤、あさり、しじみの殻をふたつあわせ色とりどりの

布ぎれで包み縫いして糸を通して腰にぶらさげる
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ぶ
れ
は
だ
ぎ
の

う
す
ひ
き
歌

一一一一一一

１
１

し

1－

＝＝＝＝＝＝

負』

をり紙
仁 ’ L LCし

畦巴僅哩

唱 一 回毎

▽ レレー

U U。 L‘ CLL

_ﾆニー

’
些

一

日傘
~－

画に

画通

牢
ｕ
じ

』
。
産

】
し
Ｌ

』
Ｌ
に

』
Ｌ
Ｌ

』
し
し

理
Ｄ
Ｌ
Ｉ

宮
隆
」

』
Ｌ
Ｌ

塵
Ｌ
匙

Ｅ
ｐ
ｌ
１

』
し
Ｌ

ｕ
し
Ｌ

跨
』
Ｌ

ｆ
Ｌ
Ｌ

鱈
し
Ｌ

唾
し
衝

画
直
と

亡
し
Ｌ

蔭
し
‘
Ｌ

画
聖
Ｌ

ロ幸直画

じ皇C

是凹也

■G

紙風船
画

一
一

,孔一_塗

L

ロL

LJ 贋 1
．

－48－ －49－

LL



ゴム管はじきたが廻し

●

〃

1

弓矢
鶉害L･

一

皇宮

Lグ

Iさ
し
絵

山
本
鶴
善
八
十
三
才

１
１

‐ラー ーヲ

-50_
－51－

里



;子供の凧あげの想いで1
頭・ロロcpppCppC･ロ･ローCpppcpCc･咽

おじやみ

おじやみは10個近くの数で2人か3人で交互に歌を歌い

ながら遊ぶ

お
一
つ
お
一
つ
お
ろ
し
て
お
さ
ら

お
二
つ
お
二
つ
お
ろ
し
て
お
さ
ら

お
三
つ
お
三
つ
お
ろ
し
て
お
さ
ら

お
は
さ
み
お
は
さ
み
お
ろ
し
て
お
さ
ら

お
て
し
や
ぎ
お
て
し
や
ぎ
お
ろ
し
て
お
さ
ら

お
つ
り
こ
お
つ
り
こ
お
ろ
し
て
お
さ
ら

子供の凧あげ行事はどこの村でも毎年お正月頃になると子供の遊びとして、

寒い冬空の下で上げたもので大正時代より昭和10年頃までその様な農村風景

が多くあった。

凧上げは男の遊び行事で子供の遊びばかりでなく時には大人の人も一緒にな

ってよく上げたものである。凧には大小多くの種類があって「フヮ凧センス凧

福助凧アブ凧角凧」等色々と呼称したもので、又凧が出来上がるとその凧

の表面に書や絵を大きくかいた。書は「風竜天上」等と筆太に大書した。絵は

「竜福助ハンニャ」等の絵を大きく美しく絵がいたものである。 1m以上に
もなる大凧は上にうなりをつけて下には10m以上にもなる長い太縄の尾を
左右につけて上げたもので強い西風の朝に大人が2， 3人がかりで上げたも
のである大空高く 100m以上も伊吹おろしをまともに受けてよく上がった。

私も7， 8才頃から凧上げに興じて遊んだ。近所隣りの悪童2， 3人と冬の寒い
朝から凧上げをした家の西から広い広いさら田が秋の稲刈を終ったそのま
まの風景で西に広く続く通称田中の元屋敷の田圃で西に城ノ内の竹薮があって
その西はるかに伊吹山の連山が白く連らなっている。春は一面のレンケ草の花盛
りで美しいが冬の田圃は寒く強い伊吹おろしの西風をまともにうけて田の中
を西に走り廻ってよく凧を上げたものである子供の頃の想いで。

お
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し
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たがまわし羽子板
古自転車のリムを1本の木でまわして遊ぶ

I木
の
間
よ
り
も
り
く
る
月
の

か
げ
見
れ
ば

心
づ
く
し
の

秋
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き
に
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り
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木
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え
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の
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羽子板
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手
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学
校
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い
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郎
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角
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け
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こ
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正
月
ち
ゅ
う
も
の
い
い
も
の
だ

ケ
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下
駄
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い
て
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駄
の
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よ
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っ
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ト
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そ
え
て
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そ
れ
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ち
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っ
と
背
伸
び
し
て

き
ど
っ
て
歩
い
て
み
た
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「
や
つ
た
あ
ｌ
／
」

今
日
か
ら
あ
こ
が
れ
の
中
学
生
だ
。

鏡
の
中
の
私
の
顔
が
少
し
て
れ
て
い
た
。

鏡
の
中
で
そ
う
つ
と
自
分
の
顔
を
見
た
。

「
ふ
－
ん
。
こ
れ
が
中
学
生
の
私
か
。
」

初
め
て
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
鏡
の
前
に
立
っ
て
み
た
。

ち
ょ
っ
と
ぶ
か
ぶ
か
長
め
の
袖
。

た
ぶ
つ
と
大
き
く
て
太
め
の
ス
カ
ー
ト
。

鏡
の
中
の
私

中
学
生
に
な
っ
た
私 競
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おわ り に小倉百人一首 花札
１

１

凸

一五▼一ワ

マ
凸
ロ

』

今年は例年にない夏の盛りに雨が多くて不順の天候がつづきはや9月も中ば

で初秋の候となりました。

210日も無事に終り稲の穂先も豊かに岩作の警固祭も上るようです。長久手

町の郷土誌も長久手の方言長久手の芸能長久手の石造物と発刊して回を重ね

て今回は長久手の玩具を発刊することになりました。大正時代頃より昭和20

年頃までの戦前のものが多くて日比野部会長さんの格別な御労苦に感謝しますと

共に山本鶴善さんの御骨折りや中野十四夫浅井千鶴子さん外多くの会員の皆

様の調査研究の成果発表に心から感謝を申し上げてその御労苦にたいし御

礼申し上げます。また本誌編集に当り不備の点多く他日の御叱声を賜りますよう

御願い申し上げます。

●己

Z

if

瓜1

1

母の心 3C母

（長久手中学校校誌より）

卒業が間近に迫ってきたせいか、中学入学以来、子供というものは

随分成長するものだなと、つくづく感じる毎日です。

小学校の6年間に比べると、この3年間は、親が想像する以上に、

悩んだり、傷ついたりしながらここまできたのだろうと思います。

さて子供に対して自分は、親として同じように成長してきているの

だろうかと、自問自答して、答が出ない自分を恥じ、逆にどんどん追

い越されてしまっているのではないだろうかと思ったある日、新聞の

一行が眼にとまりました。

「子供のおかげで自分の知らない世界が広がっていくのであって、

毎日を新鮮に生きていける。子供も4歳なら、親としても4歳｡」

あ一、私の感じていることが、この最後の一行に、そのまま集約さ
れていると思いました。

21世紀の未来にむかって、息を弾ませて、進んでいく子供たちと

共に、私も親として、同じように成長していく努力をしなくてはと願

う今日この頃です。

昭和63年10月1日

長久手町郷土史研究会

会長福 岡鋪 三

や
‐
鍵

昭 和63年10月 3

長久手町郷土史研

愛知郡長久手町大字岩作字城の内6

発行年月日

発 行

1 日

究会

0の1

印 刷 東海印刷株式会社
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長久手町郷土史研究会会員名簿
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